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４　体育科にお･ける学力のとらえ方・あ!ﾌ方

千葉大学教育学郡　広檎義敬

　体資料は他の教料と雙んでφ・中・・●孝控、lj●とよ勿、大孝|こ加1･fき１も孝傷摺●がｔゝめられて

いる教科である。しかし、髪奎体警料にls吋る字力を真個|こ換肘Ｌ、そａ１ら･え方・あ匂方を安籾Ｌよう

としたものli非常に少く、現放においてきえも十分機宜きれているlllいいきれた1ヽ面がある。そのこと

|ま鮑一に体資のとらえカ・ありilが十分|ご機宜されていな1･こ１．Ｓ二にli体資孝の磋蜜が瘤鸚斜●であ

り血がら物瞳釣視点から十分すゝめられてこたi･。たこと|ご擦因があるｉ考えられる。

　本・究li、体資料にjaltる●カのとらえカ・あり方を入閣の生活・生存に着目Ｌて安明しようとＬたも

のである。

Ｉ休喫科における憚力の１ら免方・ありカの藁健となる体育のとら免方・あｌカ

　　体資糾におria孝力のとらｌカ・あＱ方を雙咽する|こ11、その匍‐●伴である体曹のとら光ｉ・あｌ

　方を「Å間がｔくて墨iヽ大老を豊i･|こ生きぬく」方向で機宜する必●がある。

　　礎奎、体育学研究が厘を的事物を中jCjご道められてきたために、劃Ｌい仙里を生みだｔのが�健た●

　があり、又、実践科学としての体育学嘩ち皿的視点からの字間体育がキ分確立されなをヽまゝに今Ｒに

　金。てきたために、「体育を教資の一・とする考え力」、「体Ｓ・スポーツをｉ化とするとらlij、

　「体ilを論歯髄Ｓｉ関連づslて舗墟区分をするとらえ方」、「体育を人間に１．ｔ＆くごｌのできi1ヽ

　生活現・の一面１するとらえ力」尨どiQぽらlfらに存在Ｌている。これら各●のと６ｉカ・ありカliそ

　れぞれiい面鋳に体資のとらえ方・あり方を示瞳Ｌてjalこれらを総合的に体系化する必●がある。

　I･｡11●禰鏑●城と仙曹

　　　従来。体育li書痙・機椙＆ど１●咎する健墟である１考えられていたjiそれで』ま億資li金ての人

　　罰に欠くことのできな1ヽもの|ご吐たｌ棒aいと考えられる。他資は身体・鋤を手段とＬて人間の行動

　　力・生命力などの醐働・向１・審梼・低下の肪止たどをねらいとするこ１から、体育を医●・扱機の

　　鐘楼・域として位・づli.年代や人腿の個人的・社●的な生き方などに関迪づltてよｌ広い植野から

　　体育をとらえることが・まＬい＆考える。

　･21 j､閤の追求する価値と体育

　　　仙喪のとら光力・・ｌ方を隻明する|こli、人間の油滴ｔる価個体系|こ体資●どのよう|こ関・づ|唖る

　　a1・膚萄な顧●とａる。入閣の遠慮する価値は古くは真一審・善一●１いう体系にまとめられていた

　　が、屋代yl文咽社会に11いてはこの仙に寿（健康・体力）、詞（●的生産性）、甕（レタ１ヱータ・

　　・）をも価値体系に箆Ｉづ吋る必蕃がある。特|こ、体寅sこ関連ずる価値＆Ｌての痔liをでの価値の中

　　披に位・づliられる性格のものであｌ、磋。て体資|ま人間の・まする全ての価値の中核である11ヽう

　　il塵ができよう。

　（81人間の生活・生存１体育

　　　体資のとらえ力・ありカ蛙、人間の・諾・生存のために役立つ方向で雙胴きれたliれぽたらない。

　　このような立椙にたて|£体育li箇一に人間|こふりか1･るであろう認容の予肋・寛●のためSこ、糖二

　　に|ま生産的●能力の開発のために｡●Ξsこ人生を痙Ｌく●かに生きていく能力の開発のため|とある

　　といえる。
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　W,●.‘4･.●がl,体的に合理的な傭歯学,liをして行くことのできる鰻力や睡魔の育成が強く憧まれること

　･こな･£,，

２体育糾|こ加liる零力のとらえ・・在り力

　　ｈ嘔の力向で，体育・・校体囃のとらえ方・あ９方を規・すitli，休１科にlaiiる学力lil斎・生謐

　,i･tSS的に体歯慢銭1こ取り組tlため|こ欠くこ１のできない体育に�する一銭‘掌力とい５ことになろう.

　　この営ｎ的一季力li，大別Ｌで他の●糾・域1ﾆおliる零力のとらｉ方・あａ方と負･通性のあるものと，

　体爾i･lでなければ悠揚できなりヽ撞自の李力があlfられよう．農･111体青|こ閲する仙,●ｌ塀であむ，師資
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実践を合遡M1するための基礎的一応用的な内容になる。後者は、体育が運動実践を介してその目標が達成

されることから、体育に吋する積極的態度及び体育隻践の生活習慣としてとらえられよう。特に、体育

科の学習指導においては児童・生徒が高次な健康情操を身につけられるような配慮が強く望まれる。こ

のことは情操が全ての感情のコントロール機能を有するものであることから当然である。
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